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17
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

創立80周年記念キャンパス総合整備事業

　

新
校
舎（
Ｄ
館
）の
竣
工
を

記
念
し
た
大
経
大
講
座
２
０

１
３
特
別
企
画
と
し
て
、
池

上
彰
氏
の
講
演
会
「
学
び
続

け
る
力
」
が
、
１０
月
２４
日

（
木
）午
後
２
時
３０
分
か
ら
７０

周
年
記
念
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
本
学
学
生
限
定
の

講
演
会
で
約
８
０
０
名
の
学

生
が
聴
講
し
た
。
池
上
氏
は

ま
ず
、
長
く
担
当
し
て
い
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
週
刊
こ
ど
も
ニ

ュ
ー
ス
」
を
例
に
、
世
代
に

よ
っ
て
言
葉
の
受
け
止
め
方

が
違
う
こ
と
、
物
事
を
誤
解

な
く
人
に
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
に
つ
い
て
問
題
提
起
。

「
私
た
ち
は
無
意
識
に
自
分
本

位
の
発
言
を
し
て
し
ま
い
、

人
を
傷
つ
け
て
い
る
」
と
し

て
、
ど
う
す
れ
ば
大
勢
の
人

に
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
か
常

に
考
え
続
け
て
い
る
」
と
、

仕
事
に
お
け
る
自
ら
の
基
本

姿
勢
を
語
っ
た
。

　

ま
た
現
在
の
よ
う
な
仕
事

　

大
経
大
講
座
２
０
１
３
・

特
別
企
画
・
新
校
舎（
Ｄ
館
）

竣
工
記
念
講
演
会
の
第
一
回

が
、
１０
月
４
日（
金
）午
後
４

時
２０
分
か
ら
Ｄ
館
１０
教
室
で

開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
德
永
光
俊
学
長
が

「
Ｄ
館
竣
工
記
念
講
演
会
と
し

て
経
済
・
経
営
系
の
大
学
ら

し
い
講
師
に
よ
る
講
演
を
企

画
し
た
。
大
経
大
は
今
後
も
、

学
生
目
線
の
き
め
細
か
い
教

育
を
行
う
と
共
に
、
地
域
か

ら
愛
さ
れ
る
大
学
を
め
ざ
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
東
京
大
学
大

学
院
・
経
済
学
研
究
科
教
授

の
伊
藤
元
重
氏
が
、「
日
本
経

済
の
可
能
性
と
課
題
」
と
題

し
た
講
演
を
行
っ
た
。
伊
藤

氏
は
２
０
１
２
年
か
ら
社
会

保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
委

員
、
２
０
１
３
年
か
ら
経
済

財
政
諮
問
会
議
議
員
や
税
制

調
査
委
員
を
務
め
て
い
る
ほ

か
、「
日
本
経
済
を
創
造
的
に

破
壊
せ
よ
！
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
」、「
経
済
学
で
読
み
解

　

９
月
１７
日
、
創
立
８０
周
年
記
念

キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
整
備
事
業
の
４

期
工
事
に
あ
た
る
新
Ｄ
館
新
築
工

事
が
完
了
し
、
竣
工
式
が
開
催
さ

れ
た
。
秋
学
期
よ
り
供
用
開
始
と

な
る
新
Ｄ
館
は
、
延
床
面
積
約
１

２
０
０
０
㎡
、
８
階
建
て
の
高
層

棟
と
５
階
建
て
の
低
層
棟
、
こ
れ

ら
を
つ
な
ぐ
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ

ウ
ム
で
構
成
さ
れ
、
高
層
棟
は
４５

ｍ
の
高
さ
を
持
つ
こ
れ
ま
で
の
本

学
校
舎
の
中
で
最
も
背
の
高
い
建

物
。
旧
Ｄ
館
に
代
わ
る
教
室
棟
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に
位
置
す
る

メ
イ
ン
校
舎
と
し
て
こ
れ
か
ら
の

教
育
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

カ
フ
ェ
、
吹
き
抜
け
の
ラ
ウ
ン
ジ
、

４
階
の
テ
ラ
ス
、
２
階
の
屋
外
広

場
と
そ
こ
か
ら
下
る
大
階
段
、
１

階
の
ピ
ロ
テ
ィ
な
ど
、
多
く
の
居

場
所
を
持
ち
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ

ス
で
過
ご
す
時
間
を
充
実
さ
せ
る

場
所
と
し
て
も
機
能
す
る
。
さ
ら

に
２
階
の
屋
外
広
場
は
、
道
路
で

隔
て
ら
れ
た
西
校
地
・
東
校
地
へ

の
接
続
デ
ッ
キ
の
結
節
点
と
も
な

っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
校
舎
と
言
え

る
。

　

今
後
４
期
工
事
は
、
す
で
に
着

手
し
て
い
る
旧
Ｄ
館
の
解
体
工
事
、

そ
の
跡
地
に
お
け
る
駐
輪
場
整
備
、

そ
の
他
外
構
整
備
を
行
い
、
２
０

１
３
年
度
末
に
完
成
す
る
予
定
だ
。

2013年度大阪経済大学 卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします。
卒業式・学位授与式のご案内卒業式・学位授与式のご案内

対象学部：経済学部、人間科学部、大学院経済学研究科、
 大学院人間科学研究科
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対象学部：経営学部、経営情報学部、大学院経営学研究科、
 大学院経営情報研究科
場　　所：70周年記念館　フレアホール
日　　時：2014年3月14日（金）13：00～（入場は12：30～）

午
前
の
部 お

問
い
合
わ
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部

大阪経済大学　教学部　学務課
電話（06）6328-2431㈹
● 学生・保護者の方用の駐車場がありません。
車でのご来場はご遠慮ください。

● 収容人数の関係で、保護者の方は式場内へ
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４期工事新Ｄ館

「
強
い
思
い
」
が

未
来
に
つ
な
が
る

時
代
の
流
れ
を
読
み
、

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め

新校舎竣工
記念講演会

新校舎竣工
記念講演会

完
成
！

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

（
W
至
円
）

ホ
ー
ル

カ
フ
ェ

ラ
ウ
ン
ジ

講演する伊藤氏

く
こ
れ
か
ら
の
日
本
と.

世
界

／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
」
な
ど
著

書
も
多
数
。

　

講
演
で
伊
藤
氏
は
、「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
日
本
は
今
、

過
去
最
大
の
潮
の
流
れ
の
変

化
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
し
良
い
動
き
は

出
て
き
た
も
の
の
経
済
に
は

落
と
し
穴
が
多
く
予
断
を
許

さ
な
い
」
と
前
置
き
。
そ
の

う
え
で
「
日
本
国
民
の
持
つ
金

融
資
産
は
世
界
的
に
も
非
常

に
高
い
水
準
に
あ
り
、
企
業

も
莫
大
な
金
額
を
貯
蓄
し
て

い
る
。
日
本
の
将
来
の
た
め

に
は
消
費
や
投
資
が
必
要
で
、

日
銀
が
大
胆
な
金
融
政
策
を

実
施
し
た
結
果
、
株
価
が
大

き
く
上
が
り
為
替
も
安
定
し

た
。
物
価
も
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
上
が
り
労
働
市
場
も
改

善
し
て
い
る
」
と
日
本
経
済

の
現
状
を
説
明
。「
経
済
の
主

役
は
国
民
や
企
業
。
政
府
が

何
を
す
る
か
で
は
な
く
民
間

の
消
費
や
投
資
が
増
え
る
こ

と
で
日
本
経
済
が
本
格
的
に

上
向
き
に
な
る
」
と
今
後
の

持
続
的
成
長
に
不
可
欠
な
成

長
戦
略
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

ま
た
財
政
赤
字
に
つ
い
て

は
「
消
費
税
を
上
げ
る
、
物

価
が
２
％
上
が
る
、
社
会
保

障
費
な
ど
を
増
や
さ
な
い
と

い
う
条
件
が
揃
え
ば
２
年
後

に
半
減
で
き
る
」
と
断
言
。

「
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
順
調
に

進
ん
で
い
る
が
、
次
の
ポ
イ

ン
ト
は
２
０
１
５
〜
２
０
２

０
年
。
消
費
税
を
さ
ら
に
上

げ
る
か
ど
う
か
、
年
金
改

革
・
医
療
改
革
を
実
行
す
る

か
ど
う
か
だ
」
と
今
後
の
展

望
を
述
べ
、
会
場
の
本
学
学

生
に
「
こ
れ
か
ら
時
代
が
変

わ
っ
て
い
く
。
い
か
に
自
分

の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
か
。

日
々
の
潮
目
を
見
な
が
ら
自

身
の
展
開
を
考
え
て
ほ
し
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
も
説
明
し
、「
こ
う
い
う
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
る
と
、

い
つ
か
、
そ
れ
に
近
い
仕
事

を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
」

と
し
て
、「
強
い
思
い
」
の
大

切
さ
を
強
調
。
さ
ら
に
、
取

材
の
待
ち
時
間
を
利
用
し
て

ラ
ジ
オ
番
組
で
英
語
を
学
ん

だ
こ
と
、
卒
業
後
も
時
間
が

あ
れ
ば
経
済
学
の
本
を
読
み

続
け
た
こ
と
が
、
現
在
の
海

外
取
材
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど

で
生
き
て
い
る
と
話
し
、
社

会
で
も
勉
強
を
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

そ
し
て
「
人
間
は
社
会
的
動

物
で
あ
り
１
人
で
は
生
き
ら

れ
な
い
。
社
会
で
自
分
が
必

要
と
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

得
て
ほ
し
い
」
と
強
調
。
感

銘
を
受
け
た
と
い
う
１
人
の

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
手
記
を
引

用
し
な
が
ら
、「
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
よ
り
、
ま
ず
自
分
を
信

頼
し
て
も
ら
う
こ
と
。
自
社

利
益
で
な
く
相
手
の
身
に
な

っ
て
話
す
、
あ
る
い
は
誰
か

の
タ
メ
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
働
く
と
上
手
く
い
く
。
常

に
学
び
続
け
、
新
し
い
何
か

を
吸
収
す
る
こ
と
で
自
身
が

成
長
し
、
社
会
の
た
め
に
も

な
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は

多
く
の
学
生
が
挙
手
し
、
５

人
の
学
生
が
「
取
材
に
訪
れ

た
イ
ラ
ン
で
感
じ
た
こ
と
」

「
災
害
や
事
件
現
場
の
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
画
像
を
メ
デ
ィ
ア

が
掲
載
す
べ
き
か
ど
う
か
」

「
ど
の
よ
う
な
本
を
読
ん
で
い

る
か
」「
学
び
続
け
る
た
め
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
に

つ
い
て
質
問
。
池
上
氏
は
一

つ
ひ
と
つ
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、「
学
び
続
け
る
た
め
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
は
、「
新
し
い
何
か
を
知
る

こ
と
で
、
自
分
の
世
界
が
広

が
る
喜
び
が
あ
る
。
勉
強
す

る
ほ
ど
自
分
が
い
か
に
モ
ノ

を
知
ら
な
い
か
が
わ
か
り
、

さ
ら
に
勉
強
し
た
く
な
る
」

と
答
え
た
。

学生からの質問を聞く池上氏
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２
０
１
３
年
度
・
第
２６
回
教
育
懇

談
会
が
６
月
２２
日（
土
）、
大
隅
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず
「
全

体
懇
談
」
が
旧
Ｄ
館
１
階
１６
教
室
で

午
前
１０
時
か
ら
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
本
学
の
マ

ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
が
行

わ
れ
た
。

　

続
い
て
勝
田
泰
久
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
。「
経
済
・
経
営
系
の
中
規
模
大

学
と
し
て
、
歴
史
と
特
色
を
生
か
し
て

進
ん
で
い
き
た
い
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
中

心
と
し
た
丁
寧
な
少
人
数
教
育
で
教

育
の
質
を
維
持
し
、『
行
き
た
い
・
行

か
せ
た
い
大
学
』
に
し
て
い
き
た
い
。

優
良
企
業
か
ら
の
採
用
希
望
は
多
く
、

き
ち
ん
と
授
業
を
受
け
ク
ラ
ブ
活
動

2
0
1
3
年
度
・
春
学
期
卒
業
式

德永学長

1
0
1 

名   

新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

第26回教育懇談会

保護者とのつながりを深め
より多くのサポートを

な
ど
で
活
躍
し
た
学
生
は
採
用
さ
れ

て
い
る
。
不
安
が
あ
れ
ば
進
路
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
会

場
の
保
護
者
に
語
り
か
け
た
。

　

続
い
て
德
永
光
俊
学
長
が
本
学
の

教
育
に
つ
い
て
説
明
。「
大
経
大
の
教

育
は
『
そ
っ
と
手
を
添
え
、
じ
っ
と

待
つ
』
に
尽
き
る
。
多
様
な
学
生
一

人
ひ
と
り
に
目
配
り
気
配
り
し
て
、

き
ち
ん
と
ケ
ア
し
て
い
き
た
い
。
学

生
と
保
護
者
、
Ｏ
Ｂ
が
大
経
大
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
し
て
一
緒
に
進
ん
で
い
き

た
い
」
と
訴
え
た
。

　

全
体
懇
談
の
最
後
は
臨
床
心
理
士

で
あ
る
石
野
泉
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
心

理
臨
床
セ
ン
タ
ー
）が
「
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
を
行
い
、
人
間
の
精
神
面
の
成
長

過
程
や
、
依
存
と
自
律
を
行
き
来
し

て
い
る
大
学
生
の
心
理
状
況
な
ど
を

説
明
。「
親
子
は
似
て
い
る
が
別
の
人

間
。
話
を
聞
き
一
緒
に
考
え
る
こ
と

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
王
道
」

と
保
護
者
に
語
り
か
け
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
「
学
生
体
験
談
」

が
Ｃ
館
３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
司
会

進
行
は
本
学
Ｃ
Ｂ
Ｓ
文
化
放
送
局
の

斎
藤
大
也
さ
ん（
経
済
学
部
２
年
）と

三
好
智
也
さ
ん（
経
営
学
部
２
年
）。

ま
ず
弓
道
部
・
副
将
の
芝
里
菜
さ
ん

（
経
営
学
部
３
年
）が
、「
勉
学
と
部

活
、
一
人
暮
ら
し
と
ア
ル
バ
イ
ト
を

全
て
こ
な
す
の
は
難
し
か
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
計
画
性
が
身
に
付
き
自

分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

演
劇
研
究
部
の
大
原
弘
也
さ
ん（
人
間

科
学
部
４
年
）は
、「
ク
ラ
ブ
活
動
で

自
主
性
や
責
任
感
が
身
に
付
い
た
。

新
し
い
自
分
を
発
見
で
き
、
物
事
や

人
へ
の
対
応
力
も
培
わ
れ
た
」。

ま
た
米
国
の
メ
ン
フ
ィ
ス
大
学
に
１０

カ
月
間
留
学
し
た
江
藤
小
雪
さ
ん（
経

済
学
部
３
年
）は
、「
い
ろ
い
ろ
な
国

の
友
だ
ち
が
で
き
、
現
地
の
大
学
生

の
勉
強
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
に
驚

い
た
。
努
力
次
第
で
様
々
な
扉
が
開

く
と
わ
か
っ
た
」。

簿
記
２
級
合
格
の
岡
野
凛
子
さ
ん（
人

間
科
学
部
４
年
）は
、「
就
活
で
役
立

つ
資
格
に
挑
戦
し
た
か
っ
た
。
簿
記

の
知
識
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
資
格

講
座
で
基
礎
か
ら
無
理
な
く
し
っ
か

り
と
学
べ
た
」。

金
融
業
界
に
内
定
し
た
藤
原
英
里
子

さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）は
、「
信
用
金

庫
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
た
。
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
意
識

の
高
さ
を
感
じ
て
、
就
活
に
対
す
る

認
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
」。

最
後
に
藤
原
忠
毅
ゼ
ミ
の
武
田
圭
倫

さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）が
、
本
学
独

自
の
ゼ
ミ
活
動
を
紹
介
。「
ゼ
ミ
で
は

自
主
性
が
重
視
さ
れ
、
伝
え
る
力
・

聞
く
力
な
ど
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

能
力
が
身
に
付
く
」
な
ど
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　

続
い
て
午
後
２
時
か
ら
同
会
場
で

「
資
格
講
座
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
行
わ

れ
、
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
大

原
学
園
）が
、
資
格
取
得
の
必
要
性

や
、
取
得
の
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
説
明
。「
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
の
は
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
だ

熱
意
。
や
り
た
い
仕
事
に
つ
な
が
る

難
易
度
の
高
い
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
が
大
事
」
と
説
明
。
ま
た
午
後
３

時
か
ら
は
同
会
場
で
「
就
職
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
行
わ
れ
、
第
１
部
で
は

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
担
当
教
員
で
あ
る

田
村
俊
之
准
教
授（
経
営
学
部
）に
よ

る
講
演
が
、
第
２
部
で
は
本
学
の
学

部
生（
３
・
４
年
）と
卒
業
生
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
第
１
部
の
講
演
テ
ー
マ
は

「
子
ど
も
世
代
の
就
活
実
態
と
保
護
者

に
お
願
い
し
た
い
こ
と
」。
田
村
准
教

授
は
日
本
に
お
け
る
就
職
環
境
の
推

移
や
、
本
学
の
き
め
細
や
か
な
就
職

支
援
な
ど
を
紹
介
。「
就
活
に
関
す
る

親
の
サ
ポ
ー
ト
」
の
重
要
性
を
訴
え

た
。
第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
、
峰
久
健
太
さ
ん（
経
営

学
部
４
年
）、
小
林
弓
恵
さ
ん（
経
営

情
報
学
部
４
年
）、
岡
田
啓
暉
さ
ん

（
経
営
情
報
学
部
３
年
）、
吉
田
美
冴

さ
ん（
経
済
学
部
３
年
）、
有
本
義
光

さ
ん（
２
０
１
１
年
経
営
学
部
卒
業
）

の
５
名
が
参
加
。
内
定
を
得
て
い
る

４
年
生
と
Ｏ
Ｂ
は
、
就
職
活
動
に
お

け
る
体
験
談
や
内
定
に
至
る
経
緯
な

ど
を
、
３
年
生
は
現
在
の
就
活
の
状

況
な
ど
を
会
場
の
保
護
者
に
披
露
。

「
業
界
を
絞
り
す
ぎ
る
と
知
識
が
偏

る
」「
早
く
か
ら
活
動
し
て
い
る
学
生

の
ほ
う
が
早
く
内
定
を
得
て
い
る
」

と
い
っ
た
学
生
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
を

熱
心
に
メ
モ
す
る
保
護
者
の
姿
も
見

ら
れ
た
。
こ
の
他
、
事
前
に
申
し
込

み
の
あ
っ
た
成
績
懇
談
や
就
職
懇
談

が
Ｂ
館
３
階
お
よ
び
１
階
で
、
学
生

と
の
個
人
懇
談
「
学
生
に
聞
い
て
み

よ
う
」
を
Ｂ
館
２
階
２１
教
室
で
実
施
。

ま
た
本
学
茶
道
部
に
よ
る
点
出
し
と

邦
楽
演
奏
が
Ｃ
館
１
階
で
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
度
・
教
育
懇
談
会
は
、

大
隅
キ
ャ
ン
パ
ス
の
後
、
高
松
会
場

で
は
６
月
２９
日（
土
）、
岡
山
会
場
で

は
６
月
３０
日（
日
）、
京
都
会
場
で
は

７
月
６
日（
土
）、
和
歌
山
会
場
・
松

山
会
場
で
は
７
月
７
日（
日
）に
実
施

さ
れ
、
大
勢
の
保
護
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
度
・
春
学
期
卒
業
式

が
９
月
１８
日（
水
）午
前
１０
時
か
ら
、

Ｃ
館
３１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
卒
業
生

の
門
出
を
祝
い
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

「
遙
か
な
友
に（
作
詞
・
作
曲
／
磯
部

俶
）」
を
合
唱
し
、
来
賓
の
同
窓
会
会

長
を
は
じ
め
、
学
長
・
理
事
長
・
学

部
長
・
研
究
科
長
が
登
壇
。

　

ま
ず
、
経
済
学
部
・
経
済
学
科
３５

名
、
経
済
学
部
・
地
域
政
策
学
科
４

名
、
経
営
学
部
第
１
部
・
経
営
学
科

１５
名
、
経
営
学
部
第
１
部
・
ビ
ジ
ネ

ス
法
学
科
９
名
、
経
営
学
部
第
２

部
・
経
営
学
科
１０
名
、
経
営
情
報
学

部
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
１５
名
、
経

営
情
報
学
部
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科

７
名
、
人
間
科
学
部
・
人
間
科
学
科

４
名
、
計
９９
名
の
代
表
と
し
て
上
村

翔
太
さ
ん（
経
営
学
部
第
１
部
・
経
営

学
科
）が
、
続
い
て
、
経
営
学
研
究
科

２
名
の
代
表
と
し
て
張
岩
さ
ん
が
、

德
永
光
俊
学
長
か
ら
卒
業
証
書
・
学

位
記
を
受
け
取
っ
た
。

　

式
辞
で
は
德
永
学
長
が
、
新
学
舎

Ｄ
館
の
竣
工
を
紹
介
後
「
芸
術
だ
け

で
な
く
学
問
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が

重
要
。
学
生
生
活
で
得
た
も
の
を
、

社
会
で
大
切
に
育
て
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
卒
業
生
を
激
励
。
続
い
て
勝

田
泰
久
理
事
長
が
「
心
身
共
に
健
康

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」「
志
を
大
き
く
、

世
の
た
め
人
の
た
め
働
い
て
ほ
し
い
」

「
人
と
の
縁
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

ほ
し
い
」
と
、
は
な
む
け
の
言
葉
を

贈
っ
た
。

　

最
後
に
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
上

村
さ
ん
が
答
辞
を
読
み
上
げ
、「
ス
ケ

ー
ト
競
技
を
通
じ
て
、
目
標
を
立
て

努
力
す
れ
ば
夢
は
か
な
う
と
知
っ
た
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歩
む
道
は

異
な
っ
て
も
、
学
生
時
代
に
培
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
向
上
心
を
持
ち

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
、
全
員
で
学
歌
を
斉
唱
し
閉

会
し
た
。

　

そ
の
後
、
卒
業
生
た
ち
は
学
部
・

研
究
科
別
に
教
室
に
集
ま
り
、
各
学

部
長
・
研
究
科
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。
経
営

学
部
の
会
場
で
は
池
島
真
策
学
部
長

が
、「
大
学
で
培
っ
た
力
を
信
じ
て
社

会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
悩
ん
だ
り

不
安
に
な
っ
た
時
は
大
学
に
顔
を
出

し
、
ゼ
ミ
な
ど
の
先
生
を
訪
ね
て
遠

慮
無
く
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り

か
け
、
巣
立
つ
卒
業
生
た
ち
を
温
か

く
見
送
っ
た
。

●
学
生
体
験
談

●
資
格
講
座
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

就
職
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

得
た
も
の
を
胸
に
羽
ば
た
け

藤原英里子さん武田圭倫さん

田村准教授の講演の様子

德永学長

勝田理事長

大原弘也さん

岡野凛子さん 江藤小雪さん

芝里菜さん
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再
興
三
重
支
部

　

引
き
受
け
た
か
ら
に
は
全
力
で
あ
た
り
ま
す

誇
ら
し
い
歴
史
を

90
周
年
、1
0
0
周
年
へ

　

学
生
の
祭
典
大
樟
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
平
成
２５

年
１１
月
３
日（
日
）午
前
１１
時
よ
り
大
樟
会
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
総
会
は
、
今
年
９
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
Ｄ

館
を
会
場
と
し
、
北
は
北
海
道
、
南
は
鹿
児
島
か
ら
約
２

０
９
名
の
同
窓
生
が
参
加
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
い
て
感
謝
状
の
贈
呈
、
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

午
後
は
Ｄ
館
８
階
の
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で
交
流
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
１
年
ぶ
り
に
会
っ
た
旧
友
と
の
歓
談

が
盛
り
上
が
る
な
ど
、
和
や
か
な
ひ
と
時
と
な
っ
た
。

　

総
会
は
、
午
前
１１
時
に
小

林
真
人
常
務
理
事
の
司
会
で

始
ま
り
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

学
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
大
樟

会
を
代
表
し
て
佐
藤
武
司
会

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

　

佐
藤
会
長
は
、
８０
周
年
を

記
念
し
て
寄
贈
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
込
め
た
思
い
を
紹

介
し
、「
８０
年
の
歴
史
と
伝
統

は
、
同
窓
会
と
し
て
も
誇
ら

し
い
歴
史
」
と
称
賛
。
図
書

館
前
に
掲
げ
ら
れ
た
寄
付
者

の
氏
名
に
つ
い
て
、「
卒
業
生

や
企
業
名
を
見
る
こ
と
で
、

大
経
大
に
行
き
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
９０
周
年
、
１
０
０
周

年
を
見
据
え
、「
少
子
化
の

中
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
学

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
学
生

を
増
や
し
て
さ
ら
に
良
い
大

学
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
Ｅ

館
の
同
窓
会
事
務
室
に
つ
い

て
「
改
修
が
決
定
し
て
お
り
、

ホ
ッ
と
寛
げ
る
同
窓
会
室
に

し
た
い
」
と
し
、
今
後
さ
ら

に
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

続
い
て
勝
田
泰
久
理
事
長

は
、
８０
周
年
記
念
事
業
で
の

寄
付
と
募
金
に
対
す
る
謝
辞

の
あ
と
、「
募
金
で
集
ま
っ
た

２
億
６
０
０
０
万
円
の
一
部

は
、
学
生
の
留
学
の
た
め
の

基
金
と
し
て
有
効
に
活
用
し

た
い
」
と
し
、
今
後
に
つ
い

て
「
少
子
化
に
よ
り
私
立
大

学
の
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
中
、
教
職
員
の
熱
意

と
学
生
の
元
気
、
そ
し
て
卒

業
生
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ

大
経
大
が
発
展
し
て
い
く
と

確
信
し
て
い
る
。
こ
れ
は
浪

華
高
商
、
昭
和
高
商
、
そ
し

て
大
経
大
と
続
い
た
８１
年
の

歴
史
を
ふ
ま
え
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
德
永
光
俊
学

長
は
「
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ

ン
プ
リ
や
就
活
フ
レ
ン
ド
リ

ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
見

て
、
大
学
も
学
生
も
ど
ん
ど

ん
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。
大
学

と
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
若

者
を
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
、

こ
の
方
向
は
間
違
っ
て
い
な

い
」
と
し
た
う
え
で
、「
こ
れ

か
ら
も
一
年
一
年
積
み
重
ね
、

２
０
３
２
年
に
は
経
済
、
経

営
の
私
立
大
学
と
し
て
ナ
ン

バ
ー
１
に
な
る
た
め
、
大
学

大
勢
の
熱
気
の
中
、

旧
友
と
の
絆
を
深
め
合
う

記
念
講
演
、
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
を
熱
心
に
傾
聴

平成25年度大樟会総会が
盛大に開催

ホームカミングデーと同時開催

改
革
の
王
道
を
歩
ん
で
い
く
」

と
力
強
く
宣
言
し
、
さ
ら
な

る
支
援
と
協
力
を
呼
び
か
け

た
。

　

１０
月
２０
日（
日
）平
成
２５
年
度
、
大

阪
経
済
大
学
大
樟
会
三
重
支
部
総
会

に
お
き
ま
し
て
支
部
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
５７
回
卒
の
池
山
で
す
。

　

三
重
支
部
は
平
成
１６
年
度
の
総
会

か
ら
休
眠
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
今

回
、
９
年
ぶ
り
の
総
会
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
休
眠
状
態
の

９
年
間
、
当
初
は
総
会
案
内
状
が
来

な
い
こ
と
に
「
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
何
年
も

年
月
が
経
過
す
る
う
ち
に
休
眠
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
支

部
活
動
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
考
え
て
き
た
結

果
、
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、「
自
分

が
自
ら
進
ん
で
再
興
す
る
し
か
な
い

の
か
な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

母
校
に
出
向
き
大
樟
会
本
部
に
相

談
す
る
と
、
本
部
で
も
三
重
支
部
は

休
眠
状
態
で
支
部
活
動
再
開
に
つ
い

て
、
三
重
支
部
会
員
に
電
話
を
し
て

も
「
総
会
案
内
状
が
来
れ
ば
参
加
を

す
る
が
、
役
員
ま
で
は
出
来
な
い
」

と
い
う
返
事
が
殆
ど
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
私
も
休
眠
支
部
に
な
る

前
に
総
会
に
は
結
構
、
参
加
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
顔
見
知
り
も
多
く

そ
れ
ら
の
方
に
電
話
で
再
興
に
つ
い

て
協
力
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
支

部
活
動
再
開
に
賛
同
い
た
だ
け
る
も

の
の
「
や
は
り
支
部
長
は
ち
ょ
っ
と

出
来
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
な

ら
自
分
が
す
る
し
か
な
い
と
思
い
覚

悟
を
決
め
た
次
第
で
す
。

　
「
自
分
が
支
部
長
を
す
る
か
ら
」
と

言
っ
て
協
力
依
頼
す
る
と
、
話
は
す

ん
な
り
と
進
み
ま
し
た
。
三
重
支
部

の
有
志
と
大
樟
会
本
部
の
方
々
に
は
、

多
大
な
御
協
力
を
賜
り
、
無
事
に
総

会
を
開
催
で
き
支
部
の
再
興
が
出
来

ま
し
た
こ
と
に
大
変
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

支
部
長
に
就
任
し
正
直
な
感
想
と

し
て
、
私
は
全
国
の
支
部
長
の
中
で

も
最
年
少
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
の
支
部
長
就
任
に
は
、
ど
う
考
え

て
も
１５
年
は
早
い
よ
う
な
気
が
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
に
何
度
か

母
校
に
足
を
運
び
会
議
に
参
加
し
ま

す
が
、
支
部
長
と
し
て
の
職
務
を
果

た
し
て
い
け
る
の
か
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
誰
か
が
し
な
け

れ
ば
な
ら
い
こ
と
と
自
分
に
思
い
聞

か
せ
て
、
や
る
か
ら
に
は
出
来
る
限

り
の
こ
と
は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
と
お
り
の
若
輩
者
で
す
が
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
精
一

杯
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
あ
と
、
永
年
に
わ
た

り
泉
南
支
部
長
と
し
て
支
部

活
動
や
同
窓
会
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
、
こ
の
た
び
退
任
さ

れ
た
車
野
修
三
氏
に
、
佐
藤

会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。

　

恒
例
の
記
念
講
演
会
は
、

「
非
関
税
障
壁
と
し
て
の
消
費

税
〜
米
公
文
書
に
見
る
消
費

税
論
議
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

経
済
評
論
家
の
岩
本
沙
弓
氏

（
本
学
客
員
教
授
）が
、
日
本

の
消
費
税
に
つ
い
て
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
海
外
か
ら
は
非
関

税
障
壁
と
見
ら
れ
て
い
る
状

況
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
解

説
。
消
費
税
率
が
引
き
上
げ

さ
れ
る
ホ
ッ
ト
な
話
題
と
あ

っ
て
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

午
後
は
会
場
を
Ｄ
館
最
上

階
の
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に

新
支
部
長
に
就
任
し
ま
し
た

平
成
24
・
25
年
度  

秋
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

※
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
方
は
大
樟
会
事
務
局
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

瑞宝双光章
奥村　儀弘（24回卒）
78歳
元神戸市生田消防署長
 （兵庫県神戸市）

旭日単光章
高田　亮平（26回卒）
76歳
紀の川市商工会長
 （和歌山県紀の川市）

瑞宝単光章
阿部　好宣（30回卒）
72歳
徳島県保育事業連合会
会長
 （徳島県名東郡）

旭日小綬章
久保　太郎（31回卒）
72歳
全国労働保険事務組合
連合会副会長
 （兵庫県尼崎市）

瑞宝単光章
細谷 　昌（30回卒）
72歳
警察関係危険業務従事
 （兵庫県神戸市）

旭日双光章
西村　一郎（30回卒）
72歳
大阪文紙事務器卸協同組合
副理事長
 （兵庫県西宮市）

三
重
支
部
長　

池
山　

英
典（
平
成
３
年
・
57
回
卒
）

　

平
成
２５
年
７
月
７
日
富
山
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
、
支
部
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
安
田

秀
雄（
３１
回
卒
）で
す
。　

初
代
重
松
尚
支
部
長

が
５０
年
間
に
わ
た
り
残
さ
れ
た
功
績
は
は
か

り
知
れ
な
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
長

年
初
代
支
部
長
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
小
泉
前

支
部
長
の
ご
尽
力
に
も
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
事　

サ
ッ
カ
ー
部
山
本
勲
大

先
輩
の
勧
め
で
大
学
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
入

部
し
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
辞
め
卒
業

後
工
具
卸
業
に
就
職
、
６
年
後
故
郷
に
帰
り

兄
の
鉄
工
所
を
手
伝
い
な
が
ら
も
、
サ
ッ
カ

ー
へ
の
思
い
が
断
ち
切
れ
ず
今
日
ま
で
サ
ッ

カ
ー
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。　

定
年
後
、

「
あ
し
が
る
サ
ッ
カ
ー
富
山
」
に
所
属
し
、
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
交
流
会
に
７
年
間

連
続
出
場
す
る
ほ
か
、
交
流
会
で
は
経
大
サ

ッ
カ
ー
部
０
Ｂ
の
先
輩
・
後
輩
と
対
戦
し
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
１１
月
３０
日

（
土
）国
立
競
技
場
で
７０
歳
以
上
の
ロ
イ
ヤ
ル

サ
ッ
カ
ー
東
西
対
抗
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

富
山
県
内
会
員
各
位
、
事
務
局
野
田
満
さ
ん

（
４８
回
卒
）の
協
力
の
も
と
支
部
活
動
の
一
層

の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
の
活
性
化
に
努
力

富
山
支
部
長　

安
田　

秀
雄（
昭
和
40
年
・
31
回
卒
）

大阪経済大学

創立80周年記念事業募金
寄付者銘板が完成
　図書館前に掲出されました

　創立８０周年記念事業募金として同
窓生・支部・各種団体をはじめ各界
から１０万円以上ご寄付いただいた方
のお名前を記した「銘板」が平成２５
年１０月に完成、図書館前に掲出され
ました。

三重支部総会の様子

移
し
て
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
ス
タ
ー
ト
。
大
勢
の
参
加

者
の
熱
気
に
包
ま
れ
る
中
、

恒
例
の
鏡
開
き
、
乾
杯
と
続

き
、
会
場
は
和
や
か
な
ひ
と

時
が
流
れ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
、
思
い
出
話
や
お
互
い

の
近
況
を
語
り
合
う
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
笑
い
声
で

盛
り
上
が
り
、
会
場
は
す
っ

か
り
打
ち
解
け
た
ム
ー
ド
に
。

ま
た
こ
の
日
は
、
北
海
道
や

熊
本
、
静
岡
、
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
な
ど
の
全
国
各
支
部
の

皆
さ
ん
も
駆
け
付
け
た
ほ
か
、

各
期
の
皆
さ
ん
が
同
期
会
を

開
催
。
さ
ら
に
１６
期
以
前
の

卒
業
生
も
参
加
す
る
な
ど
、

旧
交
を
温
め
た
。
そ
し
て
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
終
盤
に
は

全
員
で
学
歌
、
逍
遥
歌
を
大

合
唱
。
最
後
は
万
歳
三
唱
で

来
年
の
再
会
を
誓
い
合
っ
た
。
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第
４
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ

の
二
次
予
選
と
決
勝
が
、
１１
月
２
日

（
土
）午
後
１
時
３０
分
か
ら
Ｂ
館
３
、４
階

で
開
催
さ
れ
、
一
次
予
選
で
勝
ち
残
っ

た
２４
チ
ー
ム
が
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

決
勝
進
出
を
め
ざ
し
て
競
い
合
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
德
永
学
長
が
「
実
行
委

員
会
や
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
活

躍
を
見
る
と
、
大
経
大
の
未
来
は
明
る

い
と
感
じ
る
。
今
日
は
皆
さ
ん
と
共
に

楽
し
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
岡
田
実

行
委
員
長
は
「
２４
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、

存
分
に
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
た
。

　

続
く
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
各
チ
ー
ム
と

も
一
次
予
選
よ
り
さ
ら
に
磨
き
を
か
け

た
研
究
内
容
や
話
術
を
披
露
。
審
査
の

結
果
、
江
島
由
裕
ゼ
ミ
の
「
Ｏ
Ｍ
Ｆ

Ｔ
」、「YES,

パ
ブ
ー
ロ
」、「
Re
」、
中
村

健
二
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ムKENJI

」、「
チ

ー
ムNAKAMURA

」、
藤
中
裕
二
ゼ
ミ

の
「
は
て
に
ゃ
ん
」、
野
村
国
彦
ゼ
ミ
の

「
ラ
ム
の
木
」
の
７
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に

勝
ち
進
ん
だ
。

　

決
勝
戦
で
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
渾
身

の
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
。
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
１
位
に
は
江
島
ゼ
ミ
の
「
Ｏ
Ｍ

Ｆ
Ｔ
」
が
、
２
位
に
は
江
島
ゼ
ミ
の

「
Re
」
と
中
村
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム

NAKAMURA

」
が
同
率
で
選
出
さ
れ
た
。

　

最
後
を
締
め
く
く
る
表
彰
式
で
は
、

選
ば
れ
た
３
チ
ー
ム
の
代
表
者
が
、「
こ

の
優
勝
は
皆
で
一
年
間
頑
張
っ
て
き
た

成
果
。
誇
り
に
思
う
」、「
今
後
も
さ
ら

に
進
化
し
続
け
た
い
」
な
ど
と
受
賞
の

喜
び
を
満
面
の
笑
顔
で
語
っ
た
。
そ
し

て
德
永
学
長
が
「
再
び
本
学
で
開
催
さ

れ
る
西
日
本
イ
ン
カ
レ（
日
経
Ｂ
Ｐ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
主
催
）で
は
、
上
位
を
目
指

し
て
さ
ら
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
受

賞
チ
ー
ム
に
さ
ら
な
る
奮
起
を
促
し
、

２
０
１
３
年
度
の
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ

ン
プ
リ
が
閉
会
し
た
。

　
「
だ
い
け
い
だ
い
塾
／
夏
休

み
の
宿
題
サ
ポ
ー
ト
教
室（
連

続
５
日
間
）」
の
第
一
回
が
、

８
月
２６
日（
月
）、
午
前
１０
時

か
ら
正
午
ま
で
、
Ｂ
館
２１
教

室
で
行
わ
れ
た
。

　

だ
い
け
い
だ
い
塾
は
、

２
０
１
１
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

第
４
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ

リ
・
一
次
予
選
が
１０
月
２６
日（
土
）、
午

後
１
時
か
ら
Ｊ
館
３
、４
階
で
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
全
学
部
か
ら
５５
チ
ー
ム
が

参
加
。
採
点
項
目
は
情
報
収
集
力
・
論

理
性
・
着
眼
点
・
プ
レ
ゼ
ン
力（
技
術
、

内
容
、
熱
意
）・
質
問
対
応
力
で
、

「SIGNAL

〜
発
信
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
た
各
チ
ー
ム
が

１０
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
と
５
分
間
の
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。　

　

開
会
式
で
は
德
永
光
俊
学
長
が
、「
Ｚ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
年
々
、
内

容
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。
審
査
員
や

研究発表をする上宮ゼミの学生たち

2
0
1
3
課
外
活
動
表
彰
者
一
覧

第
1
回

だ
い
け
い
だ
い
塾

大
経
大

キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ
ジ ■

一
次
予
選

第1位
OMFT（経営学部　江島由裕ゼミ）

団
体

弓道部 全国大学弓道選抜大会：第3位

ハンドボール部
第52回西日本学生ハンドボール選手権大会：第3位
第55回全日本学生ハンドボール選手権大会：出場（28回連続48回目）

バドミントン部 第64回全日本学生バドミントン選手権大会：出場

個
人

川勝　彩音 第61回全日本学生弓道選手権大会　女子個人：準優勝
笹谷　拓穂 第66回西日本学生陸上競技対校選手権大会　10000m競歩：優勝
富山　恭平 第66回西日本学生陸上競技対校選手権大会　3000m障害：第2位
高橋　流星 第66回西日本学生陸上競技対校選手権大会　3000m障害：第3位
永井　雄也 第52回西日本学生ハンドボール選手権大会：ベストセブン

笹井　俊宏
第89回日本学生選手権水泳競技大会出場（100ｍバタフライ）
第87回関西学生水泳競技選手権大会
100mバタフライ：第2位、50m自由形：第4位、メドレーリレー：第4位

澤井　尚耶
第89回日本学生選手権水泳競技大会出場（100ｍ背泳ぎ）
第87回関西学生水泳競技選手権大会
100m背泳ぎ：第3位、200m背泳ぎ：第3位、メドレーリレー：第4位

寺久保健人 第87回関西学生水泳競技選手権大会　メドレーリレー：第4位
谷本　陽哉 第87回関西学生水泳競技選手権大会　メドレーリレー：第4位
辻子　祐希 第87回関西学生水泳競技選手権大会　1500m自由形：第4位

OMFT　が江島由裕
ゼミ 優勝

第2位
チームNAKAMURA
（情報社会学部　中村健二ゼミ）

団
体

体育会本部・芸術会本部・
学術会本部

大学協力（マナーアップキャンペーン協力）

日本拳法部 日本拳法第26回全国大学選抜選手権大会：ベスト8
準硬式野球部 関西トーナメント：準優勝、第65回全日本大学準硬式野球選手権大会出場
Ⅱ部ソフトボール部 第48回全日本大学ソフトボール選手権大会出場

陸上競技部
第45回全日本大学駅伝対校選手権大会関西地区選考会：第4位
全日本大学駅伝出場

アイススケート部 関西学生氷上選手権大会：総合優勝
ハンドボール部 関西学生ハンドボール春季リーグ戦1部：第2位

弓道部
第46回大阪府学生弓道選手権大会：準優勝（女子団体）
第57回関西学生弓道選手権大会：第3位（女子団体）

映画研究部 関西シネック：総合優勝（品川好太郎）・総合3位（小野田一暁）
大阪経大SIXERS  makes cup：優勝（女子）

個
人

柴田　　郁
第46回大阪府学生弓道選手権大会　女子個人：優勝
第57回関西学生弓道選手権大会　女子個人：第4位

永井　雄也
関西学生ハンドボール春季リーグ戦1部：得点王
関西学生ハンドボール春季リーグ戦1部：ベストセブン

谷岡　大地 関西学生ハンドボール春季リーグ戦1部：ベストセブン
米田　大輝 関西学生連盟長距離ロード競技会：優勝

谷本　旭洋
第90回関西学生陸上競技対校選手権大会　10000m：優勝
第61回大阪学生陸上競技対校選手権大会　10000m：優勝

高橋　流星 第90回関西学生陸上競技対校選手権大会　3000m障害：第2位

溝渕　大輔
第90回関西学生陸上競技対校選手権大会　ハーフマラソン：第4位
第61回大阪学生陸上競技対校選手権大会　10000m：第2位

富山　恭平
第90回関西学生陸上競技対校選手権大会　3000m障害：第4位
第61回大阪学生陸上競技対校選手権大会　3000m障害：第2位

笹谷　拓穂 第52回全日本競歩輪島大会　男子10km競歩：第6位
生田　岳暉 近畿六大学準硬式野球連盟　春季リーグ戦：最優秀防御率
上田　陽亮 近畿六大学準硬式野球連盟　春季リーグ戦：敢闘賞
福井　直之 近畿六大学準硬式野球連盟　春季リーグ戦：ベストナイン外野手
木村　　秀 関西六大学野球連盟　平成25年春季新人戦：MVP

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
忙
し
い
な

か
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

実
行
委
員
長
の
岡
田
智
樹
さ
ん
は
「
今

日
は
台
風
一
過
の
快
晴
と
な
っ
た
。
こ

の
強
運
を
生
か
し
、
出
場
者
は
日
頃
の

成
果
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

午
後
１
時
３０
分
か
ら
一
次
予
選
の
前

半
・
後
半
が
ス
タ
ー
ト
。
上
宮
智
之
ゼ

ミ
のTeam

ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
藤
原
ゼ
ミ
の

TEAM CHARAYAN

、
高
松
ゼ
ミ
の
第

四
班
、
清
水
ゼ
ミ
の
「
そ
の
他
」、
宮
川

ゼ
ミ
の
チ
ー
ム
Ａ
、
江
島
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｍ

Ｆ
Ｔ
、
德
永
ゼ
ミ
の
徳
ち
ゃ
ん
亭
グ
ラ

ブ
な
ど
が
順
次
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ

レ
ゼ
ン
を
披
露
。
質
疑
応
答
で
は
、
審

査
員
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の

実
施
方
法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

は
じ
め
、「
起
承
転
結
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

ま
と
ま
っ
て
い
た
」「
テ
ー
マ
の
選
定
が

身
近
で
面
白
い
」「
も
っ
と
異
な
る
視
点

も
あ
る
は
ず
」「
さ
ら
に
細
か
い
デ
ー
タ

が
必
要
」
と
い
っ
た
感
想
が
述
べ
ら
れ

た
。
そ
し
て
午
後
４
時
３０
分
か
ら
結
果

発
表
が
行
わ
れ
、
８
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位

３
チ
ー
ム
、
計
２４
チ
ー
ム
が
二
次
予
選

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
德
永
学
長
が
「
勝
ち
残

っ
た
チ
ー
ム
は
二
次
予
選
ま
で
に
、
さ

ら
に
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
よ
う
努
力
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
。
続
く
講
評
で
は
、

審
査
員
代
表
が
「
一
つ
の
こ
と
に
向
か

っ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
た
」

と
出
場
者
全
員
を
賞
賛
。
最
後
に
岡
田

実
行
委
員
長
が
「
審
査
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
今
後
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
一
次
予
選
を
閉
会
し

た
。

■
二
次
予
選
・
決
勝

第1回 第2回

し
た
野
球
教
室
や
サ
ッ
カ
ー

教
室
、
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

に
続
く
『
大
経
大
キ
ッ
ズ
カ

レ
ッ
ジ
』
の
一
環
。「
夏
休
み

の
宿
題
サ
ポ
ー
ト
教
室
」
は
、

夏
休
み
が
残
り
少
な
く
な
っ

た
８
月
終
盤
に
、
子
ど
も
た

ち
の
夏
休
み
の
宿
題
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
た
め
企
画
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
事
前
に
申
し
込

み
の
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

宿
題
の
ド
リ
ル
や
図
画
工
作

の
道
具
な
ど
を
持
ち
、
保
護

者
に
付
き
添
わ
れ
て
教
室
に

集
合
。
小
学
生（
１
〜
６
年
）

か
ら
中
学
生
ま
で
の
２０
名
が
、

少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
席

に
着
き
、
姉
妹
３
人
で
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
も
い
た
。

　

宿
題
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た

っ
た
の
は
、
本
学
１
〜
４
年

生
の
教
職
課
程
を
履
修
し
て

い
る
学
生
が
中
心
と
な
る
１６

名
。
ま
ず
学
生
代
表
が
「
ま

だ
で
き
て
い
な
い
宿
題
や
、

日
常
の
勉
強
で
わ
か
ら
な
い

と
こ
ろ
を
、
お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
が
手
伝
い
ま
す
。
今

日
初
め
て
会
っ
た
お
友
達
と

も
仲
良
く
な
っ
て
、
お
互
い

に
教
え
あ
い
、
５
日
間
楽
し

く
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
く
自
己
紹
介
か

ら
サ
ポ
ー
ト
教
室
が
ス
タ
ー

ト
し
、
学
生
た
ち
は
早
速
、

算
数
や
漢
字
の
ド
リ
ル
に
答

え
を
書
き
込
む
子
、
工
作
に

取
り
組
む
子
、
画
用
紙
を
広

げ
て
絵
を
描
き
始
め
る
子
ど

も
た
ち
の
横
に
座
り
込
み
、

優
し
い
笑
顔
で
話
し
か
け
た
。

　

少
し
ず
つ
子
ど
も
た
ち
の

緊
張
が
解
け
る
な
か
、
学
生

た
ち
は
、
漢
字
を
教
え
る
だ

け
で
な
く
書
き
順
ま
で
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
調
べ
て
指
導

し
た
り
、
電
車
の
画
像
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
き
て
図
画

の
制
作
を
手
伝
う
な
ど
、
み

ん
な
一
生
懸
命
。
な
か
に
は

数
名
の
学
生
が
算
数
の
難
問

を
前
に
考
え
込
ん
で
し
ま
う

一
幕
も
あ
り
、
教
え
る
こ
と

の
難
し
さ
も
実
感
し
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

し
か
し
初
日
の
教
室
が
終

了
す
る
頃
に
は
、「
目
線
を
合

わ
せ
て
話
し
か
け
る
と
喋
っ

て
く
れ
る
と
わ
か
っ
た
」、

「
ど
う
い
う
夏
休
み
の
宿
題
が

あ
る
の
か
勉
強
に
な
っ
た
」、

「
人
見
し
り
の
激
し
い
子
も
い

て
戸
惑
っ
た
が
、
少
し
ず
つ

質
問
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
嬉
し
か
っ
た
」
と
、
学
生

た
ち
は
全
員
、
子
ど
も
た
ち

と
の
や
り
取
り
に
手
応
え
を

感
じ
た
様
子
。
小
学
生
た
ち

も
「
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

は
、
み
ん
な
優
し
か
っ
た
」

「
教
え
方
が
わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
反
応
は
上
々
。
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
表
情
で
キ
ッ
ズ

カ
レ
ッ
ジ
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
い
た
。

い
だ
いい
けけけけけ
い

教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感

教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感

教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感

日時：2013年10月19日（土）・20日（日）
場所：野辺山帝産アイススケートリンク（長野県）

　2013年10月19日（土）・20日（日）に野辺山帝産アイス
スケートリンクにて第36回日本学生ショートトラックス
ピードスケート選手権大会が開催され、大学総合で4位と
なりました。

アイススケート部

第36回日本学生ショートトラック
スピードスケート選手権大会　総合第4位

1500ｍ　優勝（吉川政志）
1000ｍ　 4位（坂本侑馬）
3000ｍリレー（坂本→吉川→難波→真木）4位
5000ｍリレー（坂本→吉川→難波→真木）4位

主
な
成
績

　経済学部長江翔太さんが10月24日（木）に行わ
れた「ドラフト会議2013」で、巨人より育成第
２位で指名されました。

経済学部長江翔太さん
「ドラフト会議2013」で
巨人より育成２位で指名！

努力の成果が合格につながる！
教員採用選考テスト結果報告

　2014年度の教員採用選考テストで4名が、現
役合格を果たしました。

●経済学部４年　　根岸　浩章　神戸市小学校　
●経済学部4年 　　松本　直也　大阪市小学校
●人間科学部4年　 土井健太郎　堺市中学校（社会）
●人間科学部4年　 桜井　由佳　大阪府高校（情報）

OMFT Re

チームNAKAMURA

第
1
回
課
外
活
動
表
彰
式

第
2
回
課
外
活
動
表
彰
式

大学のWebで学生たちの課外活動の最新情報を「課外活動
EVENT&NEWS」や最新のニュースに掲載していますので、
こちらをご覧ください。
http://www.osaka-ue.ac.jp/campus/club/club01news.html

第2位
 Re（経営学部　江島由裕ゼミ）

実行委員会

サッカー

野
球

出前授業

フ
ラ
ッ
グ

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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「
中
小
企
業
・
経
営
研
究
所
開
所
５０
周

年
記
念
講
演
会
」
が
１０
月
１９
日（
土
）午

後
１
時
〜
５
時
ま
で
、
Ｃ
館
３１
教
室
で

行
わ
れ
た
。
記
念
講
演
会
の
総
合
タ
イ

ト
ル
は
「
日
本
中
小
企
業
５０
年
の
回
顧

と
展
望
―
理
論
・
政
策
・
経
営
の
視
点

か
ら
―
」。
流
通
科
学
大
学
名
誉
教
授

（
日
本
中
小
企
業
学
会
会
長
）の
髙
田
亮

爾
氏
、
中
小
企
業
庁
・
事
業
環
境
部
・

調
査
室
長
の
早
田
豪
氏
、
本
学
客
員
教

授（
中
小
企
業
診
断
協
会
会
長
）の
福
田

尚
好
氏
、
大
垣
精
工
株
式
会
社
・
代
表

取
締
役
社
長（
日
本
金
型
工
業
会
名
誉
会

長
）の
上
田
勝
弘
氏
の
４
名
を
講
師
に
迎

え
た
。

　

ま
ず
髙
田
氏
が
「
経
済
発
展
と
中
小

企
業
―
中
小
企
業
の
重
要
性
と
日
本
の

中
小
企
業
研
究
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
中

　
「
経
営
と
法
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
３
」
の
第
３

回
が
７
月
２７
日（
土
）、
午
後
２
時
か
ら
３
時

３０
分
ま
で
、
Ｃ
館
５１
教
室
で
行
わ
れ
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
法
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
法
の
力
を
考
え
よ
う
と

す
る
講
座
。
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
法
化
が
進
化

す
る
な
か
、
２
０
０
４
年
に
開
設
さ
れ
た
経

営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
の
「
経
営
と
法
の

融
合
教
育
」
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
画

で
も
あ
る
。　

　

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
法
」
で
、
講
師
は
本
学
客
員
教
授
の

澤
井
啓
氏
。
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
「
携
帯
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
学
ぶ
」
で
、
講
師
は
本

学
非
常
勤
講
師
で
古
谷
国
際
特
許
事
務
所
所

長
の
古
谷
栄
男
氏
。
そ
し
て
第
３
回
は
、「
新

し
い
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
と
法
〜
ヘ
ル
ス
ケ
ア

施
設
の
証
券
化
の
事
例
」
と
題
し
て
、
本
学

経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
の
橋
谷
聡
一
専

任
講
師
が
講
義
を
担
当
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

を
本
学
経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
の
木
村

俊
郎
教
授
が
務
め
た
。

　

橋
谷
講
師
は
不
動
産
会
社
に
勤
務
し
た
経

験
を
持
ち
、
不
動
産
法
や
不
動
産
証
券
化
が

専
門
分
野
。
こ
の
日
は
、
不
動
産
証
券
化
と

は
何
か
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
施
設
の
証
券
化
と
は

何
か
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
９０
分
の
講
義
を

行
っ
た
。

　

不
動
産
証
券
化
と
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
資
産
を
裏
付
け
に
小
口

の
証
券
を
発
行
し
、
発
行
者
は
証
券
売
却
に

よ
る
資
金
を
獲
得
し
、
投
資
家
は
賃
料
収
入

や
売
却
益
を
も
と
に
配
当
を
受
け
取
る
と
い

う
仕
組
み
。
橋
谷
講
師
は
、
不
動
産
を
証
券

化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
や
、
不
動
産
投
資

が
生
ま
れ
た
歴
史
的
背
景
、
不
動
産
投
資
の

リ
ス
ク
や
法
制
度
、
不
動
産
投
資
が
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
た
ら
し
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

さ
ら
に
日
本
に
お
け
る
不
動
産
投
資
の
現
状

な
ど
を
示
し
た
上
で
、
本
題
で
あ
る
ヘ
ル
ス

ケ
ア
施
設
の
証
券
化
に
言
及
。
超
高
齢
社
会

や
社
会
保
障
費
増
大
と
い
っ
た
社
会
変
化
に

よ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
フ
ァ
ン
ド
の
具
体
的
事
例

や
今
後
、
利
用
者
、
オ
ペ
レ
ー
タ
、
資
産
運

用
会
社
や
投
資
家
な
ど
に
と
っ
て
の
課
題
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　

講
義
後
は
聴
講
者
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
最
後
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
木
村
教
授

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

法
整
備
の
必
要
性
を
強
調
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を

締
め
く
く
っ
た
。

中
小
企
業
・
経
営
研
究
所
開
所
50
周
年
記
念
講
演
会

早田豪氏

橋谷聡一専任講師

上田勝弘氏

第3回「経営と法セミナー2013」

不動産やヘルスケア施設の
証券化を考える

小
企
業
の
定
義
に
始
ま
り
、
中
小
企
業

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
国
際
的
研
究

が
活
発
化
し
て
い
る
理
由
、
日
本
経
済
に

中
小
企
業
が
果
た
し
て
き
た
役
割
、
中

小
企
業
の
特
質
と
課
題
な
ど
を
解
説
し
、

日
本
に
お
け
る
中
小
企
業
研
究
の
歴
史

や
潮
流
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
た
。

　

続
く
早
田
氏
は
「『
２
０
１
３
年
版
中

小
企
業
白
書
』
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ

で
講
演
。
２
０
１
３
年
版
・
中
小
企
業

る
デ
ー
タ
で
、
現
状
と
課
題
、
政
府
の

施
策
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
福
田
氏
は
「
中

小
企
業
活
性
化
支
援
に
お
け
る
現
場
で

の
実
際
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。
日
本
の

中
小
企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

中
小
企
業
診
断
士
の
業
務
に
つ
い
て

「
企
業
の
成
長
戦
略
策
定
や
、
実
行
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
最
も
重
要
な
活
躍

の
場
」
と
説
明
。
診
断
支
援
業
務
の
現

春
季
大学院サテライトコース
入学試験（北浜社会人入試）

中小企業・経営研究所

募集研究科：経営学研究科  経営学専攻（修士課程）
　　　　　　経営情報研究科 経営情報専攻（修士課程）  

出 願 期 間：2014年1月15日（水）～1月22日（水）
試　験　日：2014年2月16日（日）
選 考 方 法：口頭試問、小論文（専攻・ゼミによる）
学びのポイント：
　①仕事のリズムを崩さず、平日夜間と土曜日に開講
　②実務家を教員に招き、実践的理論を修得
　③学ぶ意欲にチャンスを。奨学金制度も充実

北浜社会人大学院では本学専任教員による学術教育と実務家講師
による実践理論の融合により、様々なキャリアの人材がビジネス
リーダーとしての能力を養成しています。

詳しくはwebで！　http://kitahama-osaka-ue.jp
北浜キャンパス事務室（06-6231-1570）

白
書
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
第
１
部
の
「
最

近
の
中
小
企
業
の
動
向
」
で
は
、
景
況

感
、
収
益
・
生
産
、
資
金
繰
り
、
倒
産

件
数
、
販
売
単
価
・
原
材
料
価
格
の
動

向
な
ど
の
デ
ー
タ
を
基
に
説
明
。
第
２

部
の
「
自
己
変
革
を
遂
げ
て
躍
動
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
」
で
は
、

起
業
や
創
業
の
意
味
や
課
題
、
新
事
業

展
開
、
次
世
代
へ
の
事
業
承
継
、
事
業

売
却
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
な
ど
に
関
す

場
に
お
け
る
実
際（
課
題
抽
出
・
解
決
策

検
討
・
実
行
に
際
し
て
の
着
眼
点
と
現

場
で
の
あ
る
べ
き
活
動
）に
触
れ
た
後
、

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
小
企
業
経
営

に
対
応
す
る
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
支

援
が
必
要
と
訴
え
た
。

　

最
後
の
上
田
氏
は
、「
国
際
競
争
を
勝

ち
抜
く
も
の
づ
く
り 

新
た
な
視
点
―
素

形
材
基
盤
産
業
の
経
営
戦
略
―
」
の
テ

ー
マ
で
講
演
。
大
垣
精
工
株
式
会
社
の

概
略
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
後
、

自
身
が
起
業
に
至
っ
た
経
緯
、
金
型
産

業
の
現
状
、
日
本
の
技
術
や
雇
用
を
守

る
必
要
性
、
さ
ら
に
は
乱
気
流
の
時
代

を
生
き
抜
く
方
策
や
、
各
自
の
強
み
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
下
請
け
構
造
か

ら
脱
す
る
努
力
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

福田尚好氏

髙田亮爾氏

中
小
企
業
の
現
在
と
未
来

専
門
家
が
見
つ
め
る

　
　
　

中
小
企
業
の
現
在
と
未
来

理事長・学長を歴任した藤田敬三博
士が、かかる研究の重要性を考え、
他に先んじて1963年4月、中小企業研
究所を創設、さらに1989年には、産
業経済研究所、経営研究所を統合し
た「中小企業・経営研究所」に改編
され、研究所活動を継続しています。
当研究所を利用しての研究活動は学
内のみに止まらず、広く研究センタ
ーとして開放され、国内外の多くの
研究者によって利用されています。
またこれらの研究を支えるための重
要な文献はすでに約13万冊（年報等は
含まず）に達し、質・量ともにわが国
最大のコレクションとして高く評価
されるとともに、より一層の活動強
化が期待されています。
研究所事務室では、有価証券報告書
のデータベース（eol）を利用すること
ができ、企業情報収集に役立ってい
ます。
なお、研究成果は主として『経営経
済』（年刊）に発表されるほか、『中小
企業季報』では、中小企業研究の第
一線で活躍中の研究者による研究論

文をはじめ、文献の解説・書評、中小
企業に関する文献目録を掲載し、研究
者・学者に広く活用されています。
また、11月29日（金）、大阪府商工労働
部大阪産業経済リサーチセンターと大
阪経済大学中小企業・経営研究所は、
包括連携（大阪経済成長連携プロジェ
クト）に関する協定を締結しました。
今後これらの連携をより一層深めつ
つ、共同研究、政策に関する意見交
換、資料・情報交換等を継続的に推
進することにより、大阪産業の振興及
び地域経済の発展に貢献したいと考え
ています。

開所当時の研究所
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高松亨ゼミ同窓会 山本恒人ゼミ同窓会 橋谷聡
一ゼミ

同窓会

大学院
同窓会

11月3日（日・祝）、第3回ホームカミングデーが大樟会（同窓
会）総会・大学祭と同日に開催されました。
今年は、現役教員と卒業生のつながり、卒業生同士のつなが
りの強化を目指して、19のゼミ、学部、同期会、クラブOB

等でミニ同窓会を行いました。
来場者に大学祭模擬店チケットとを配布して在学生との交流
を深めるなど約500名の卒業生の皆さんが恩師や旧友、在学
生との交流を深め、たのしいひと時を過ごしました。

降
の
国
際
関
係
の
枠
組
み
の
変

化
に
つ
い
て
解
説
し
、
今
後
の

安
全
保
障
を
考
え
る
に
際
し
て

押
さ
え
る
べ
き
視
点
に
つ
い
て
、

五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に

自
説
を
展
開
し
た
。

　

第
一
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自

衛
」。
中
村
氏
は
こ
こ
で
、
国
際

社
会
の
中
で
の
自
力
救
済
、
自

　

現
代
社
会
を
取
り
巻
く
諸
問

題
を
取
り
上
げ
、
本
学
客
員
教

授
が
豊
か
な
経
験
を
も
と
に
独

自
の
視
点
か
ら
語
る
「
大
経
大

講
座
２
０
１
３
客
員
教
授
講
演

会
」。
そ
の
一
環
と
し
て
１１
月

３０
日（
土
）、
在
ス
イ
ス
・
在
イ

タ
リ
ア
日
本
国
大
使
の
経
験
を

も
つ
中
村
雄
二
氏（
本
学
情
報
社

会
学
部
客
員
教
授
）が
「
日
本
の

質疑応答の様子 中村雄二氏

バ
ラ
ン
ス
と
細
心

の
視
点
を
も
っ
て

平素より大阪経済大学のためにご支援を賜りまして、厚く御礼
申し上げます。
現在、少子化の進展、志願者の獲得をめぐる大学間競争の激
化、経済状況と家計の悪化、就業環境の変化と格差など、大学
と学生を取り巻く環境は厳しさを増しております。このような
中で本学が社会的責務を果たし、持続的に発展するためには、
教育の環境と内容を継続的に充実・改善することが必要である
と認識し、これらを通して学生一人ひとりの個性を伸ばし、幅
広い視野と見識を持った社会で活躍できる人材を育成してまい
ります。そのために、①海外留学支援などのグローバル人材の
育成、②奨学金制度の充実、③施設の整備・充実に取り組んで
まいります。
これらの事業を達成するために、経費の節減、業務の合理化、
外部資金の獲得、事業収入の増加など、全学一丸となって自助
努力を続けておりますが、厳しい財政状況の下では、なお多額
の資金を必要としており、皆様からの温かいご支援がぜひとも
必要でございます。
今日の厳しい経済状況は十分に承知しておりますが、なにとぞ
募金の趣旨をご賢察くださり、格別のご理解と力強いご支援を
賜りますよう切にお願い申し上げる次第です。皆様方の温かい
心をお寄せいただきますよう謹んでお願い申し上げます。

教育振興募金にご協力を

昨
今
の
国
際
情
勢
を

具
体
的
に
解
説

大
経
大
講
座
2
0
1
3
客
員
教
授
秋
季
講
演
会

五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

考
え
る
安
全
保
障

http://www.osaka-ue.ac.jp/information/contribution/
詳細につきましては、本学ホームページをご覧ください

安
全
保
障
は

安
全
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
行
っ
た
。
３
０
０
名
収
容
の

ホ
ー
ル
は
、
開
演
直
前
に
は
ほ

ぼ
満
員
。
特
に
男
性
社
会
人
の

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
日
本

を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
の
防
衛
問

題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
た
。

　

中
村
氏
は
冒
頭
で
、「
新
た
な

厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
の
環

境
」
に
つ
い
て
、
昨
今
の
情
勢

を
中
国
や
北
朝
鮮
、
日
米
関
係

な
ど
を
例
に
挙
げ
、
具
体
的
に

説
明
。
続
い
て
、
冷
戦
終
結
以

衛
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
視

点
を
語
っ
た
。
続
い
て
第
二

の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
抑
止
」
で

は
、
相
手
の
攻
撃
を
未
然
に

防
ぐ
意
思
や
体
制
を
示
す
こ

と
の
重
要
性
を
説
き
、
第
三

の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
同
盟
」
で

は
、
同
盟
関
係
構
築
や
維
持

の
努
力
に
触
れ
た
。
一
方
、

第
四
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

は
「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」

を
取
り
上
げ
、
自
衛
目
的
の

軍
備
増
強
が
隣
国
の
不
信
を
招

き
、
隣
国
同
士
の
軍
備
拡
大
、

脅
威
の
増
大
に
つ
な
が
る
懸
念

が
あ
る
こ
と
を
詳
し
く
解
説
。

最
後
に
第
五
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
「
信
頼
醸
成
」「
透
明
性
」

「
予
測
可
能
性
」
を
挙
げ
、
安
全

保
障
の
ジ
レ
ン
マ
克
服
の
た
め

に
は
、
関
係
各
国
と
の
信
頼
関

係
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、
安
全
保
障
問
題
を

考
え
る
に
は
「
バ
ラ
ン
ス
と
細

心
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
一

面
的
な
判
断
や
浅
慮
は
危
険
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
話
を
締

め
く
く
っ
た
。
平
和
と
安
全
に

つ
い
て
の
議
論
に
正
面
か
ら
切

り
込
む
貴
重
な
講
演
に
、
参
加

者
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
が
贈
ら
れ
、
講
演
会
は
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

山本俊一郎ゼミ同窓会

ホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデー 開催

德永光俊ゼミ同窓会

が
B

流
学

森詩恵ゼミ同窓会

二宮正司ゼミ同窓会草薙信照ゼミ同窓会
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前　期 後　期
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【大賞】
●熊本学園大学付属高等学校（熊本県）

●高岡第一高等学校（富山県）
●日本航空高等学校石川（石川県）
●北陸学院高等学校（石川県）
●山梨県立都留高等学校（山梨県）
●長野県松本蟻ヶ崎高等学校（長野県）
●静岡県立二俣高等学校（静岡県）
●愛知県立名南工業高等学校（愛知県）
●桜花学園高等学校（愛知県）

●セントヨゼフ女子学園高等学校（三重県）
●京都府立京都すばる高等学校（京都府）
●大阪府立市岡高等学校（大阪府）
●大阪府立富田林高等学校（大阪府）
●大阪府立八尾翠翔高等学校（大阪府）
●大阪市立工芸高等学校（大阪府）
●大阪市立都島工業高等学校（大阪府）
●大阪商業大学高等学校（大阪府）
●履正社高等学校（大阪府）
●和歌山県立那賀高等学校（和歌山県）
●和歌山県立日高高等学校（和歌山県）

●和歌山県立和歌山商業高等学校（和歌山県）
●岡山県立岡山南高等学校（岡山県）
●広島県立広島工業高等学校（広島県）
●福岡県立香椎工業高等学校（福岡県）
●長崎県立諫早農業高等学校（長崎県）
●長崎県立五島海陽高等学校（長崎県）
●長崎県立佐世保商業高等学校（長崎県）
●大分高等学校（大分県）
●宮崎県立宮崎南高等学校（宮崎県）
●聖心ウルスラ学園高等学校（宮崎県）
●鹿児島県立指宿高等学校（鹿児島県）

　

今
年
も
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
３
８
２
校
が
参
加
し
、
応
募
総

数
は
２
６
９
３
６
点
。
作
品
の
内

訳
は
、
テ
ー
マ
①
「
今
ま
で
の
自

分
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
」
が

１
３
９
０
９
点
、
テ
ー
マ
②
「
社

会
の
た
め
に
、
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
が
２
５
５
１
点
、

テ
ー
マ
③
「
今
、
こ
れ
だ
け
は

言
い
た
い
！ 

（
自
由
課
題
） 

」
が

１
０
４
７
６
点
。
本
学
で
９
月
３

日（
火
）に
選
考
が
行
わ
れ
、
グ
ラ

ン
プ
リ
３
作
品
、
金
賞
１０
作
品（
学

生
審
査
員
賞
１
作
品
含
む
）、
銀
賞

３８
作
品
、
奨
励
賞
９２
作
品
、
学
校

特
別
賞
３１
校
が
決
定
し
た
。
表
彰

式
で
は
２
０
１
２
年
度
本
学
卒
業

生
の
筒
美
由
紀
さ
ん
が
司
会
を
務

め
、
ま
ず
德
永
光
俊
学
長
が
「
１３

回
目
を
迎
え
た
今
回
ま
で
の
応
募

総
数
は
３５
万
４
１
２
４
点
に
達
し

た
。『
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

は
、
日
本
語
の
手
書
き
の
文
化
を

高
校
生
に
見
直
し
て
も
ら
う
た
め

の
大
事
な
文
化
事
業
だ
と
考
え
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
審

査
員
を
代
表
し
読
売
新
聞
大
阪
本

社
・
編
集
委
員
の
西
井
淳
氏
が

「
優
秀
な
作
品
が
多
く
審
査
で
は
議

論
が
白
熱
し
た
。
普
段
の
携
帯
メ

ー
ル
と
異
な
り
、
友
人
で
は
な
い

人
た
ち
に
も
自
分
の
考
え
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
苦
労
し
た
と

思
う
。
言
葉
は
魔
法
。
こ
れ
か
ら

も
文
章
を
綴
り
続
け
て
ほ
し
い
」

と
受
賞
を
祝
っ
た
。
そ
し
て
表
彰

式
に
出
席
し
た
グ
ラ
ン
プ
リ
・
金

賞
・
銀
賞
の
受
賞
者
に
、
德
永
学

長
が
賞
状
と
目
録
を
授
与
。
学
生

審
査
員
賞
の
受
賞
者
に
は
学
生
審

査
員
を
務
め
た
３
名
の
本
学
学
生

か
ら
賞
状
と
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

第
２
部
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
新
Ｄ

館
８
階
の
８０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に

移
動
し
て
行
わ
れ
、
ま
ず
勝
田
泰

久
理
事
長
が
「
受
賞
を
心
か
ら
お

祝
い
し
た
い
。
受
賞
し
た
皆
さ
ん

は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
高
校
の

後
輩
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
全
国
の
高
校
生
と
、
こ
れ

か
ら
も
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
全
員
で
乾
杯
し
た
。

そ
し
て
立
食
形
式
で
受
賞
者
同
士
、

あ
る
い
は
受
賞
者
と
本
学
教
員
な

ど
と
の
会
話
が
弾
む
な
か
、
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞
者
や
学
生
審
査
員
に

対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
は
、「
１７
歳

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
運
営
委
員

長
の
近
藤
直
美
教
授
が
「
受
賞
し

た
高
校
生
の
皆
さ
ん
と
話
せ
る
こ

と
は
非
常
に
幸
せ
。
文
章
を
書
く

こ
と
は
自
分
を
客
観
視
す
る
チ
ャ

ン
ス
。
将
来
に
何
度
も
読
み
返
し

て
、
そ
の
時
々
の
自
分
の
成
長
の

証
と
し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
し
、

パ
ー
テ
ィ
ー
は
閉
会
と
な
っ
た
。

　

第
１３
回
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

表
彰
式
が
１１
月
２３
日（
土
）、
午
後
１
時
か
ら
新
Ｄ
館
１
階
で
行

わ
れ
た
。

思いを“言の葉”に託して
第13回高校生フォーラム 表彰式

 大学のホームページ（http://www.osaka-ue.ac.jp/）でも様々な情報を掲載しています。

●「方言」
　藤原里花子さん
　（兵庫県立芦屋高等学校）
自分が書いたものが評価されて嬉しいです。
新聞で受賞が発表されて一般の人からもお祝
いの言葉が届き、自分に自信が持てるように
なりました。将来は、方言を大事にする保育
士になりたいです。

●「女性と職業について」
　森田千尋さん
　（和歌山県立和歌山商業高等学校）
今の社会は、まだまだ男性社会だという意識が
あり、このテーマに決めました。母が、働き始
めてからイキイキしているのが嬉しいです。受
賞を伝えると、恥ずかしがりながらも喜んでく
れました。

●「私と祖母達と方言」
　喜屋武七美さん
　（沖縄県立北山高等学校）
祖母と暮らすようになって感じたことを書きま
した。スポーツで怪我をしたことがきっかけ
で、将来は理学療法士になりたいと思ってい
ます。「ナンクルナイ（なんとかなるさ）精神」
で頑張ります。

グランプリ受賞者のコメント

あ
い
さ
つ
す
る
德
永
学
長

藤原里花子さん

賞状を持って笑顔を浮かべるグランプリの３人

学生審査員賞&金賞受賞者のコメント

「よしゆきの命に感謝」を選んだ
学生審査員のコメント

「よしゆきの命に感謝」
　片田有衣子さん（高知県立高知農業高等学校）
600字という文字数にまとめるのが難しかったです。
もともと動物が好きなのですが「よしゆき」のおか
げで、家畜に対する意識が変わりました。将来は農
業系の仕事に就きたいと思っています。

田丸瑛祐さん
重いテーマですが表現が理解しやすく、動物の命に
ついて新しい視点で学ぶことができました。

米田祥子さん
高校生が素晴らしい作品を書いていることに驚き、
どの作品を選べばよいか3人で悩みました。

徳武桃子さん
衝撃的な作品でした。高校生が動物の命と真剣に向
き合っていることに驚きました。

受
賞
者
と
学
生
審
査
員

喜屋武七美さん

森田千尋さん

勝田理事長

パーティーの様子

A方式（2教科）入試
■出願期間
　2014年1月6日（月）～1月20日（月）
　締切日消印有効 
■試験日
　2014年1月28日（火）・29日（水）・
　　　　　 30日（木） 
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2014年2月14日（金）

B方式入試（3教科型・ベスト2教科型）

■出願期間
　2014年1月6日（月）～1月24日（金） 
　締切日消印有効
■試験日
　2014年2月5日（水）・6日（木）
　試験日自由選択制
■合格者発表
　2014年2月14日（金）
※3教科型で受験した中の高偏差値の2教科で合否判定を
行います。 
※ベスト2教科型のみの出願はできません。

C方式入試（大学入試センター試験利用）
　 （4教科型・3教科型・ベスト2教科型）

■出願期間
　2014年1月6日（月）～1月30日（木）
　締切日消印有効
■センター試験日
　2014年1月18日（土）・19日（日）
※C方式はセンター試験の結果をもとに選考し
ます。本学の個別学力検査はありません。

■合格者発表
　2014年2月14日（金）

D方式（2教科）入試
■出願期間
　2014年2月17日（月）～2月25日（火）
　締切日消印有効
■試験日
　2014年3月4日（火）
※異なる2学科の併願が可能。
■合格者発表
　2014年3月11日（火）

学
校
特
別
賞　

31
校




